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チ ベ ッ ト高原ナ厶 湖における放射観測
　　＊萩野谷成徳 （気象研 ）、張擁軍 、 張国帥（中国科 学院チ ベ ット研）、 桑形 恒男 （農環研）、

徐健青 （JAMSTEC ）、藤井秀幸 （JAXA ）、石郷 岡康史 （農環研 ）、康世 昌（中国科学院チベ ッ ト研）

は じめ に 放射量 は 熱収支にとっ て主 要 か つ 最 も重

要な成分の
一

つ である 。 最近 は測器の性能も向上 し

多方面 で放射観測 が行 われて い る。しか し現 地観測

で は観測が順調に行われて いるかを常 にチ ェ ッ クし、
データの 品質 を保 つ こ とが 必 要で ある 。 ■ 標 高
4718m に あるNamC 。は チ ベ ッ ト高原 中央部に位置す
る最も標 高の 高い 湖の

一
つ である 。 本湖の 東部湖

畔に位置するNamCo 観測地 点 （Nam 　C 。　Stati。n　for
Multisphere　Observati。n　and 　 Research＞で は各国と

の 共 同研究の 下 、様 々な分野で の 野外 観測 が実施
されて い る（Kang，2009）。 気象観測もその

一
部で あ

る 。 しか しながら従来は 商用電源がなか っ たため 、
防霜ファ ンなしの放射観測しか行なわれて こなか っ

た 。 これらの 観測の 問題点 は朝タの ドーム の 結露 ・

降霜 時や、降水後の ドー厶 に 付着した雨滴が完全に

蒸発するまで の 間、放射観測デー
タの 品質低下 をも

たらすことで ある。 防霜ファン の 利点は これらの 影響

を取り除き、高精度の 観測値を得ることが で きる点で

ある 。 今回の 観測 は初め て 可 降水 量 の 少な い 地 域

（南極 に相 当或い はそれ以下 ）で の 防霜フ ァンありの

放射観測で ある 。 ■
一

方 、放射観測をして い ない 場

合は 、熱収 支を推定するときに必 要な放射量 は実験
式 か ら求めざるを得ない （Hagin。ya　et　a1，，2009）。 従

来の 実験式 で は推定精度の 観点 か ら日 平 均 の 下 向

き長波放射量 の 推定を推奨している（Kond。，1994）。

本実験式 を用 い ると日平均 の放射量デー
タの 簡易

チ ェ ックもで きる 。 しか しながら特に チ ベ ッ ト高原上 の

ような大 気 中の水蒸気量 の 少 な い 地域 で は従来の

実験 式の適用が妥 当か否か の 検証が不可欠である 。

また実際の 応用 で は 、 熱収 支の 日 変化 を求め る場
合 、10分 間 〜1時間 値の 下 向き長 波 放射量 の 推定

が必 要となる場合 がある 。 従来の 実験式 がこ の よう
な場合 に適用 可 能か 否か を検討する ことも重要で あ
る。騾 2010年8月か らNamCo 観測地 点に商用 電源 が

開通 した。そ こで 我 々 のグル
ープで は 防霜フ ァ ン 付き

の放射計で 放射観測 を開始した。■本研 究で は （1 ）

放射量の精密観測データセッ トを構築する、また（2＞

放射量の実験式において大気中の 水蒸気量の少な
い 冬季 ・高地 の 実験 式の精 度向上 を 目指す。更 に

（3 ）10分間〜1時間値の 観測値と従来の 実験式によ

る推定値との比 較を通じて、短時間 での実験 式の適

用可能性を検討する 。

観測 2010 年8月 27 日か らNamC 。観測地点に、防霜

ファ ン 付 きの 全天 日射計 （Kipp＆Z。nen 　OM3 ）と長波

放射計（Kipp＆Zonen　CG4 ）を設置して 観測 を開始 した。
また 1．5m高度には 自然通風 シ ェ ル タ

ー
に入 れた温度

湿度計 （VAISALA 　HMP45D ）を設 置 した 。同年 10月 27
日 まで は 、 防霜フ ァ ンを稼動させ な い 状態、それ 以

降は稼動させ て ヂータを取得した 。 観測は現在も継
続中で ある e

デー
タ ここ で は （3 ）につ いて述 べ る 。 第 1図 は下 向

き長波放射量（L ↓）の 時系列 の 例で ある 。 用 い たデ
ー

タは 10分値で ある 。 実 験式を用 いた L ↓の 推定に

は雲量パラメータを用い て い る 。 こ こで 雲量パラメ
ー

タは全天 日 射量の 観測値S ↓と快晴時の 地 上 で の

全天 日射量の 理論値Sf↓との 比 （B； S ↓／Sf ↓）で定

義される値C（B）で ある（Kondo，1994）。 雲量パラメータ
は Sf ↓＞200W／m

＾
2の 時間帯（日 中）の み 求めた 。 図

中c ［ear とあるの は、全天 日射 量 から日中快晴と判定

したデ
ー

タで ある 。 具体的に は 、 Sf ↓＞200W／m
＾
2の

時間帯で （Sf↓− S ↓）の 二 乗平 均平 方 根（RMS ）δS
↓く15W／m

＾
2を満たす日である 。

結果と考察 雲の あるときの 変動が驚くほど良くあっ

て い る 。 実験式 による 日 中の 推定値L2 ↓と観測値 L
↓との RMS δL ↓は 10分値で 13．OW ／m

＾
2。

一方 、従
来通 りの 日平 均 の 気 象 要 素 を用 い た δ L ↓は

8．8W ／m
＾
2。 従来の 実験式 に よる10分間〜1時間値の

下 向き長波放射量 の推定精度は 日平均値に比 べ て

劣るもの の 日変化を推定するには 十分と考えられる。

推定精度が劣る原因は、時間分解能を上 げた こ とと

地 面付 近 の 気温 が地 上 か ら200m 程度の境界層の

代表値よりも日中高め であるこ とが挙げられ る 。 なお 、

本方法 で は雲量 を表すの に B＝ S ↓／Sf ↓を用 い て い

るの で夜間 の推定はで きない 。
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第 1 図 下 向き長波 放射 量（L ↓）の 時系列例 。
L ↓：観測値、　L2 ↓：推定値 。
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